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三富地区民児協だより 

 

 
 

 

 
 

 

牧丘病院と在宅医療/ACP 

３月 17日(火)午後１時３０分か
ら、牧丘病院医療福祉相談室の高石さ
んを講師に「牧丘病院と在宅医療」及び
「人生会議（ACP）」について学びまし
た。いくつかのポイントを紹介します。 

☆在宅医療って？・・・訪問診療、訪問
看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指
導、訪問栄養管理指導といった訪問サー
ビスを提供（令和６年度新規訪問診療
件数 124件／延べ訪問件数 4614

件／在宅看取り 64件） 

☆訪問診療と往診の違い・・・ 
 ・訪問診療は、医師が計画的に自宅な
どに訪問して診察などを行う 

 ・往診は通院できない患者様の要請を
受けて都度医師が自宅などで診察を
行う 

★人生会議（ACP）・・・「もしも」の時
のための今の話し合いのこと。望む医療
やケアについて家族や信頼できる人と話し
合っておくこと。そしてあなたの思いを伝え
ておくこと。気持ち 

は変わっても良い。 

何度でも話し合う 

ことが大切です。 

 

 

三富支所に⇒ 

おいてあります。 

 

三富地区の状況 令和８年１月３１日現在 

◎世帯 344世帯   

◎人口 643人（内 65歳以上 318人）  

◎高齢化率    

37.07%（H28年） ⇒ 49.45%（R8年） 

◎一人暮らし高齢者  

58人（H28年） ⇒ 94 人（R8年） 

◎幼児・保育園児 13人／小学生 14人 

中学生 7人／高校生 11人 

※「民児協」は、「民生委員児童委員協議会」の略称です。 

ミンジー 人をつなぐ  心をつなぐ  地域をつなぐ 

“ ご自身のこと ご家族のこと 地域や人たちのこと・・・ご相談ください ” 

高齢者の暮らしを支える事業 

２月１７日(火)の三富地区民児協定例会では、地域包括支
援センターの仕事について、高齢者・介護支援課の出前講座を受
け学びました。その中から、次の３つの事業についてお伝えします。 

①ふれあいペンダント(山梨市緊急通報システム) 

生活上の相談や緊急時に援助を求めたい 

場合に、速やかな通報が可能になることで、 

日常生活の不安を解消することが目的です。 

対象は、６５才以上の虚弱な一人暮らし高齢者または、高
齢者世帯でいずれかの方が虚弱な場合です。令和７年 10月
時点で登録者は 88名です。 

 ②配食サービス 

 食事の準備や調理が十分にできない独居高 

齢者や、高齢者世帯に対して栄養バランスのとれたお弁当を配
達し、高齢者の健康増進安否確認を行なう事業です。 

③徘徊 SOSネットワーク 

  徘徊により、行方不明の危険性のある人をあらか 

じめ市と関係機関に登録し、実際に行方不明になった場合の初
動捜査を迅速に行い、生命と安全を守ることが目的です。 

 

…次号の内容は、4/28（火）「山梨市民児協総会・研修会」の報告他です。6/16（火）発行予定。 




